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　８月２６日、「宮の郷工業団地」において、茨城県と常陸
太田市合同による総合防災訓練が実施され、本市消防本部
の水槽付ポンプ自動車及び救急車が参加しました。
　今回の訓練の特徴は、孤立地区集団避難訓練で「地震に
より主要道路が陥没し、土砂崩れが起きて住民が避難でき
ず孤立している」という状態を想定し、自衛隊による大型
ヘリを利用した集団搬送や、関係機関・関係団体が連携・
協力して迅速かつ確実な避難誘導及び医療活動を実施する
と言うものです。その他、防災ヘリによる人命救助や救
援・救護訓練、応急手当体験などの訓練が実施されました。
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　８月２７日、辰ノ口「おおみや消防広場」にお
いて第２回の常陸大宮市消防団消防ポンプ操法
大会が開催されました。
　出場した団員は、日頃の訓練の成果を遺憾な
く発揮し、白熱した大会となりました。
【大会結果】
自動車ポンプの部　　　可搬ポンプの部
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地震時及び直後の行動 地震後の行動大きく揺れた時の行動

▲座屈ビル救出に援護する常陸大宮消防隊
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▼重症患者をへりに搬送する
常陸大宮救急隊


